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は 9頭、3か月以上 1年未満視覚を保持したものが 4
頭、1年以上視覚を保持できたものが 7頭であった。
【考察】　2か月以上の経過の記述がなかった 2報－ 3
頭を除くと、21頭中 9頭が短期に視覚を喪失しており、
成書の記述通り今回の調査の中でも視覚消失例が多
かった。今回の調査で、1年以上視覚を保持できた症
例は、来院時に視覚があったものがほとんど（7頭中
6頭）であり、来院時に視覚を保持していたにもかか
わらず、短期で視覚喪失した症例は、飼主の治療ア
ドヒアランスが低かった 1症例のみであった。視覚を
保持した状態で適切な治療を開始することが、長期の
視覚保持に重要であると思われた。適切な治療開始
の中央値は 1 ヶ月であったが、論文症例だけに限れば、
その中央値は 3 ヵ月であり、視覚を保持していたのは、
17頭中 4頭のみであった。論文は全て大学を含む 2次
診療施設から発信されているが、眼科症例は、2次施
設への紹介が遅い傾向があると思われた。また、1年
以上視覚を保持できた症例 7頭中 3頭は、皮膚症状の
見られない個体であった。これは、人のVKHで眼球
のみに病変が出現する原田型と呼ばれるものと同じ
病態がUDSに存在する可能性と、UDSでは通常眼球
病変が皮膚病変に先行するため、病期を早期のまま
おさえこめた可能性が考えられるが、どちらにせよ皮
膚病変のないことはUDS症例の長期視覚保持の指標
の一つになる可能性が考えられた。
